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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はNAD(P)H脱水素酵素（キノン）ファミリーに属し、細胞質2電子還元酵素をコードする。このFAD結合タンパク質はホモ二量体を形成し、キノンをヒドロキノンに還元する。このタンパク質の酵素活性は、ラジカル種の生成につながるキノンの1電子還元を阻害する。この遺伝子の変異は、遅発性ジスキネジア（TD）、ベンゼン曝露後の造血毒性リスクの増加、および様々な形態の癌に対する感受性と関連付けられている。このタンパク質の発現変化は多くの腫瘍で認められており、アルツハイマー病（AD）とも関連している。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられている。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	A549（1）、SKNES（2）、HepG2（3）、MCF-7（4）、およびHela（5）細胞溶解物に対するNQO1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	NQO1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH/3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	NQO1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学分析。
	

	NQO1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

